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新たなるリリース戦略 – 技術サービスと同様に、迅速で柔軟な対応を実現

hyperMILL は業界をリードする CAD/CAM ソリューションです。当社の優れたサービスとサポートが、それを実
現しています。当社のお客様であれば、既に十分ご存じのことでしょう。製造業におけるベンチマーク製品であ
り続けるために、当社は製品の研究開発に多大なリソースを投入しています。その結果、開発チームは舞台裏
で休みなく取り組みを続け、継続的にテクノロジーを進化させることで、得意先であるお客様へ毎年アップデ
ートした製品を提供することができます。
 
2023年より、アップデートの提供方法を変更することにいたしました。最新のアップデートが入手可能な状況
になると、即座に hyperMILL に適用できるようになります。hyperMILL 2023 から始まる新しいリリース方法は、
新しいバージョンのソフトウェアを年に一度、12月にリリースすることになります。そして、この年に一度のリリー
スの後は、製品アップデート (従来の「サービスパック」) を6 週間毎に入手できるようになります。このスピーデ
ィーな新規ソフトウェア開発・リリースの方針により、お客様の業務は常に、最新の改良が加えられた製品によ
る稼働が保証されます。もちろん新機能やアップデートの総合的な情報は、随時提供させていただきます。

目次
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全般

CAM – フィーチャー＆マクロテクノロジー

hyperMILL SIMULATION Center 

SIMULATION Center の起動時のパフォーマンスが大幅に改善され
ました。新しい手法により、起動プロセスやロード/分析プロセス
全体が大幅に高速化されました。

メリット:  パフォーマンスの向上。

POF ステータスチェックの高速化

POFステータスのチェックがファイルサイズに依存しなくなったた
め、チェック時間が大幅に高速化されました。さらに、ファイルを開
くときにPOFステータスが自動的にチェックされるようになりまし
た。

メリット:  パフォーマンスの向上。

“移動パターン認識” 機能

この機能は、選択された参照図形を使用して、他のすべてのモデ
ルでも同じ参照図形に対して検索をおこないます。ここから、関連
付けされたフレームを含む基本移動パターンが作成されます。こ
の機能は、複数のワークがある場合など、さまざまな場面で適用
できます。

メリット:  基本移動パターンの簡単作成。

 ハイライト 
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CAM – フィーチャー＆マクロテクノロジー

マクロの優先度設定

1 つのフィーチャーに対して複数のマクロを使用して作業している
ユーザーは、1 ～ 9 の範囲でマクロの優先順位を設定できるよう
になりました。これにより、ユーザーはどのマクロを優先させるか
を指定できます。

メリット:  必要なマクロを容易に割り当て。

ジョブリストの最適化の改善 

ジョブリストを最適化するための従来からの機能と新機能を、 
単一のインターフェースにまとめました。今までのマクロジョブ最
適化機能に加え、工具直径による昇順/降順のソーティング機能
を追加しました。マクロで指定されている工具の順番も考慮され
ます。マニュアルで作成されたジョブに対して分かりやすい構造を
迅速に生成するために、コンパウンドジョブを自動的に作成でき
るようになりました。これらは、工具や加工手法に従って名前が付
けられます。同じ工具や同じ加工手法を使用する連続したジョブ
は、1 つのコンパウンドジョブにまとめられます。

メリット:  より明快、より速いプログラミング。

マクロテクノロジー - ストックリンク

後からマクロに追加したジョブも、ストックチェーンに組み入れる
ことができるようになりました。ストックの結果を計算するための
すべてのジョブが、マクロデータベースでストックチェーンへ再リ
ンクできます。

メリット:  マクロにおけるストック管理の向上。
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CAM – 自動化

hyperMILL AUTOMATION Center

hyperMILL AUTOMATION Centerで は、いくつかの新機能を提供し
ています。

n  �最近使用したスクリプト 
ドロップダウンメニューから最近使用したスクリプトを素早く
選択して適用できます。

n  �スクリプトフィルター 
フィルターを使用して既存のスクリプトを絞り込み、必要なスク
リプトを素早く見つけられるようになりました。

n  �ブックマーク 
コンポーネントや機能をブックマークして、いつでもすぐにアク
セスできるようにすることができます。

n  �コンポーネントのサブスクリプトへの変換 
コンポーネントはサブスクリプトに簡単に変換できるようにな
り、将来的には構造化が向上します。

n  �旋削加工機能のサポート 
旋削加工機能を、hyperMILL AUTOMATION Center で完全に使
用可能となりました。

n  �ジョブレポート 
ジョブレポートは完全に使用可能になりました。

CAM – 2.5D 加工手法

この新しい加工手法により、さまざまな構造の機械に
おけるバックボーリング加工のプログラミングを容易
に行うことが出来ます。工具ホルダーやインサート、
一体型工具は、VIRTUAL Machine上で 1 対 1 で表
示され、工具干渉がないかチェックされます。これに
より、このきわどい加工に対して最高レベルの安全性
が確保できます。

メリット:  バックボーリングのための簡単で信頼性の
高いプログラミングを実現。

2.5D バックボーリング

  1    2  

 ハイライト 

 ハイライト 

https://youtu.be/sgjZFmleU88
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CAM – 3D 加工手法

CAM – 5 軸加工

CAM – hyperMILL プロービング

5 軸ハーフパイプ加工

この加工手法により、ハーフパイプ形状やチューブ形状の高品質
なツールパスのプログラミングが容易に行えるようになりました。
ユーザーインターフェースは、使いやすく直感的に操作できるよう
にデザインされています。この加工手法では計算モードによって、
幅広い形状への応用が可能になり、出力されるツールパスの品質
は考え得る最高のものになります。たとえば、シャープエッジ部に
対しても正確にツールパスを出し、こういったエリアでも高い面品
位と精度を確実に実現できます。

メリット:  直感的な操作性、高品位なツールパス、幅広い適用性。

エッジ補正プロービング – “Z” モード

この新しい計測オプションにより、ワークを Z 軸方向から測定でき
るようになりました。これによって特に、XY 方向から計測できない
ワークを簡単に測定できるようになります。NCコードは制御装置
のサイクルを介して出力されます。*

メリット:  製品計測の拡張オプション。

*�現時点では、 ハイデンハイン および シーメンス 制御装置に対応した  
hyperMILL VIRTUAL Machining で使用できます。

拡張された切削サーフェイスの延長機能 

拡張された切削サーフェイスの延長機能は、“3D シェイプ 仕上げ
加工” および“3D走査線仕上げ加工” 手法で利用できます。新しい
設定オプションにより、複雑な形状でも高品質で信頼性の高いサ
ーフェイスの延長を実現します。サーフェイスの延長は、プロセス
工学の観点から意味のある場所にのみおこなわれます。これによ
り、コーナー部の保護や加工領域の分割を信頼できるやり方で問
題なく非常に簡単に行えるようになりました。この機能は、特に“
スムーズオーバーラップ”オプションと組み合わせることで、部品
や金型製作での高品質なサーフェイスの仕上がりを保証します。

メリット:  切削サーフェイスの延長機能の改善。

 断面方向  倣い方向 

 ハイライト 
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CAM – hyperMILL ベストフィット

hyperMILL SHOP Viewer  
-ベストフィット機能

工作機械オペレーターは、hyperMILL SHOP Viewer に “ベストフィ
ット ショップフロア” 機能を追加するオプションを選択できるよう
になりました。hyperMILLベストフィットを使用することで、現実空
間におけるワーク配置をバーチャル上で再現して、すべてが完全
に補正された NC コードを生成できます。

メリット:  CAM プログラマーと工作機械オペレーターの間の最適
なワークフロー。

CAM – ミルターン

旋削加工の “スムーズオーバーラップ” 

“スムーズオーバーラップ” が、旋削加工での仕上げパスにも使用
できるようになりました。この機能により、複数の工具を用いる場
合や複数方向からの加工が必要な場合でも、申し分のない境界
部の仕上がりを実現できます。アプローチ/リトラクトマクロは従
来どおり使用できます。

メリット:  パス同士の境界部おける優れた仕上がり面品位。

ユーザー指定フォームのインサートによる 
旋削溝入れプランジ荒加工 

旋削溝入れプランジ荒加工を抜本的に改善しました。荒加工時
の工具形状定義を自由におこなえるようになり、どのようなタイ
プのワークの輪郭であっても、加工できるようになりました。また、
標準工具による旋削溝入れプランジ荒加工と同様の設定オプシ
ョンやアプローチ/リトラクトマクロを利用できます。

メリット:  自由な工具形状定義を可能としたことによるプログラ
ミングの柔軟性の向上、設定の簡素化。

https://youtu.be/SgLO053MeLo
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CAM – hyperMILL VIRTUAL MACHINING 

最高レベルの安全性を誇るNC コード出力・最適化・ 
シミュレーション

hyperMILL VIRTUAL Machining は、CAM システムと現実の機械加工環境のギャップを埋め、プロセス管理と加工機動作の
最適化を、これまでにない高いレベルで実行します。これこそがIndustry 4.0です。

hyperMILL VIRTUAL Machining は、3 つのモジュールで構成されます。

Centerでは、コントローラと PLC を含めた工作機械環境をバーチャル空間上で再現し、実際のNC コードに基づいてシミュ
レーションをおこないます。これにより最大の安全性が保証されます。

Optimizerは、ポストプロセッサーの処理実行中に、干渉のない軸方向の最適な解決策を自動的に選択します。加えて、ジ
ョブ間のリンク動作が自動で最適化され、安全性を保ちつつ一切の無駄な退避動作を排除します。

CONNECTED MACHININGは、工作機械との双方向のネットワーキングを可能にします。制御装置側のパラメータは、 
CAM側 でプログラミングをおこなった際に設定した内容と比較されます。そして工作機械をリモートからコントロールする
こともできます。

Steven Donner、Donner GmbH のマネージングディレクター

hyperMILL VIRTUAL Machining が、当社の業績をこれからも
更に伸ばしていってくれると確信しています。当社は今現在で
も、従来とは比べ物にならないほど安全で効率的に仕事をこ
なせるようになっています。

Donner GmbH が hyperMILL VIRTUAL Machining テクノロジーをどのように利用してい
るか、是非チェックしてみてください。QR コードをスキャンするだけでご覧いただけます。

インタビュー：
シミュレーショ
ンテクノロジー

インタビュー NC 
最適化

https://www.openmind-tech.com/en/cam/connected-manufacturing/
https://www.openmind-tech.com/en/cam/connected-manufacturing/
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様々なCNC制御装置をサポート: 
当社の hyperMILL VIRTUAL Machining テクノロジー
は、すでにさまざまなCNC制御装置をサポートしており、
新しい制御や機能を組み込むために継続的に開発を
進めています。

こちらの動画では、  
hyperMILL VIRTUAL Machining  
の詳細をご覧いただけます。

https://youtu.be/W5qPLF-UrUA


CAM – hyperMILL VIRTUAL MACHINING 

シミュレーション開始時のツールパス表示

hyperMILL VIRTUAL Machining および hyperMILL SIMULATION 
Centerの起動時におけるパフォーマンスを大幅に向上させるため
に、デフォルトではツールパスを表示しないようになりました。た
だしこの設定は「シミュレーション開始時に表示」オプションで変
更できます。 

メリット:  起動時のパフォーマンスの向上。

工具干渉設定の保存

工具干渉チェックの設定をデフォルト値として保存できるように
なりました。この設定は hyperMILL VIRTUAL Machining Center と 
hyperMILL SIMULATION Center 双方のマシンシミュレーションで
適用可能です。また、工具干渉チェックの設定を一時的に変更す
ることも引き続き可能です。この設定は、グループ全体のデフォル
トとして適用することも可能です。

メリット:  操作性の向上。

NC Optimizer – 使用する追加軸の最適化 

対象加工機の軸構成やストロークの制限などを踏まえた加工機動作の最適化には、非常に時間を要します。ほとんどの場合、何度かテス
トを実行しない限り、対象加工機に適した、工具干渉のない解決策を見つけ出すことはできません。

そうした各軸の動作がNC Optimizer で最適化できるようになり、軸構成的に矛盾がなく、かつ工具干渉のない解決策が自動的に選択され
るようになりました。また、6軸以上の可動軸を持つ工作機械にも適用されます。その結果、マニュアル操作で軸をコントロールするために
生じる時間のロスがなくなります。

メリット:  プログラミングの単純化。

 ハイライト 
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CAM – hyperMILL VIRTUAL MACHINING

Siemens 社製コントローラーを搭載した 
ミルターン工作機械のサポート

hyperMILL VIRTUAL Machining は、A/C軸構成を持つミルターン
工作機械をサポートするようになりました。つまり、最新の複合テ
クノロジーが VIRTUAL Machiningと完全に組み合わされ、最大限
の安全性とプロセス制御のメリットを享受できるようになります。 

メリット:  安全性、プロセス管理、効率の向上。

2ウィンドウモードによるユーザーインター 
フェース

シミュレーションをセカンドウィンドウで個別に実行できるように
なり、シミュレーション機能と分析機能の使い勝手が向上しまし
た。軸モニターなど、他のすべての要素も併せて表示することが
できます。これにより、シミュレーションの制御と軸の動きの分析
を同時に行うことができるようになりました。この表示オプション
は、デュアルモニター環境でも使用できます。

メリット:  操作性の向上。

ジョブリスト関連新機能

hyperMILL VIRTUAL Machining Center と SIMULATION Center  
での各セッションはジョブリストを参照するようになりました。複
数のジョブリストを作成して作業する場合、ジョブリストごとに個
別のシミュレーションセッションが開かれます。既に開いているセ
ッションの更新機能も、それぞれのジョブリストに割り当てられる
ようになりました。個別のシミュレーションセッションにより、複数
のジョブリストを開いて同時に作業することが可能になります。

メリット:  操作性の向上。

 ハイライト 
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CAD 統合: hyperCAD-S

アセンブリをインポートする際のパーツ選択 

アセンブリから個々のパーツをインポートできるようになりまし
た。フィルターにより、必要なパーツを簡単に選択できます。これに
より、特に大型のアセンブリの読み込み時間を短縮できます。不要
になったパーツは、その後削除する必要はありません。

以下のフォーマットをサポートしています。
n �CATIA V5
n �Creo
n �Siemens NX
n �SOLIDWORKS

メリット:  データインポート時における利便性の向上。

“穴” 機能の変更点

新たに拡張された穴機能の提供に加え、従来から存在する基本
機能も簡略化されました。これにより、ほんの数クリックで簡単な
穴を作成できるようになりました。また、どちらのオプションでも、
よく使用する穴の種類を後で再利用するために、ライブラリに保
存ができるようになりました。また、これらの機能で作成された穴
は、パラメトリックに編集することもできます。

メリット:  シンプルな穴の素早い作成と再利用。

“集合演算 – 差” の拡張

集合演算により、元のソリッド (A または B) のどちらを保
持するかを決定できます。また、両方を選択することもで
きます。

メリット:  操作性の向上。

 ハイライト 
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CAD 統合: hyperCAD-S

“ボール分析”の工具干渉チェック

“ボール分析”の新しい機能である工具干渉チェックは、選択
すべき工具径の検討に役立ちます。また、この機能により、コー 
ナー部も検出できます。これは、特に電極を作成する際に非常に
役立ちます。

メリット:  ワークの加工適性を素早く容易にチェック。

カーブの補正 

カーブの読み込み時に発生する公差のズレを、参照カーブを用い
て簡単に補正できるようになりました。

メリット:  公差のズレの補正
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CAD 統合: hyperCAD-S

カスタム揺動バリエーション

放電加工機の揺動バリエーションをカスタムリストで作成し、そこか
ら必要な揺動をドロップダウンメニューで簡単に選択できるように
なりました。この選択された揺動種別の情報は、放電加工機側の制
御装置に受け渡され、プログラムに適用することができます。

メリット:  揺動加工の容易な適用。

hyperCAD-S 電極モジュール 

パラメトリック合演算

この機能拡張により、ソリッドのパラメータ定義を維持しながら集
合演算を実行できます。たとえば、完全にパラメータ化されたパ 
ターン形状であれば、集合演算を簡単に活用できます。

メリット:  パラメトリック図形の簡単な修正。

 ハイライト 
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hyperCAD-S 電極モジュール

カスタム切削素材リスト

電極やワークの素材を特別に定義したリストを作成し、ドロップダ
ウンメニューから簡単に選択できるようになりました。選択された
素材情報は、放電加工機側の制御装置に受け渡され、プログラム
に適用することができます。

メリット:  操作性の向上。

C 軸回転による放電加工パスの変更 

ポイント選択と角度指定で、直線や円弧に C 軸回転を適用できる
ようになりました。その結果、放電加工を輪郭に沿って完全にコン
トロールし、hyperMILL SIMULATION Center でシミュレーションで
きます。

メリット:  複雑な輪郭に対する安全なプログラミング。

 ハイライト 
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